
医療ＤＸに対する
取り組み予定・他
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令和6年７月２６日 標準型電子カルテモデル事業参画にかかる説明会
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医療ＤＸのスケジュール

ynish
引き出し線
R06/07/26訂正
令和6年度の募集は10月以降の申請受付になりそうです。

ynish
楕円

ynish
引き出し線
R06/07/26説明漏れ
当面日レセの院内対応はありません。
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医療ＤＸのスケジュール２
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医療ＤＸのスケジュール３
【 介護情報基盤 】



ＰＭＨ対応について
（Public Medical Hub）
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令和6年７月２６日 標準型電子カルテモデル事業参画にかかる説明会



2024/6/19更新版https://www.digital.go.jp/news/a6d9cd2f-6d0a-4716-8469-1f8a7af19229

令和5年度 PMH参加自治体



2024/6/19更新版

令和6年度 PMH参加自治体

https://www.digital.go.jp/news/a6d9cd2f-6d0a-4716-8469-1f8a7af19229
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令和6年度 PMH参加自治体5



14

補助金について

2024年7月19日更新版
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PMH対応について
ＰＭＨ取得ツールを提供予定
自治体より対応済み（スケジュールの提示）の案内があり、
かつ医療機関が導入意思がある場合に連絡ください。

テスト導入用に、ＰＭＨ取得ツールを事前提供します。

Windows用アプリです。
Mac、Ubuntuの提供予定はありません。
安定したら公開します。

日レセ本体対応は検討中（しばらくありません）

事前のテストは出来ません！？

資格確認端末の設定も必要です。
ルートCA証明書のインストール
下記URLにある「Root CAs」にある（DER）をダウンロードし導入

https://www.amazontrust.com/repository/



ＰＭＨ取得ツールについて（R5年度版）



オンライン資格確認等システム
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一括取得ツールについて
（ 医療情報閲覧同意について ）

顔認証リーダーの
同意情報

マイナ在宅Web
オン診の同意情報

マイナ在宅Web
訪診の同意情報

日レセ 一括取得ツール

資格情報
＋

顔認証リーダー
の同意情報

資格情報

資格情報
＋

マイナ在宅Webオン診
の同意情報

資格情報
＋

マイナ在宅Web訪診
の同意情報



10月改定対応について
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検討中内容で、確定情報ではありません

令和6年７月２６日 標準型電子カルテモデル事業参画にかかる説明会



救急時医療情報閲覧機能
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院内のシステムが対応すればこのデータが閲覧可能になる
予定です



救急時医療情報閲覧機能

総合入院体制加算

[施設基準]
１ 総合入院体制加算１に関する施設基準等

(５５)24時間の救急医療提供として、「救急医療対策事業実施要綱」（昭和 52年７月６日医発第 692号）に定める第３「救命救急センター」又は第４「高
度救命救急センター」を設置している保険医療機関であること。 また、救急時医療情報閲覧機能を有していること。

２ 総合入院体制加算２に関する施設基準等

(４４)24時間の救急医療提供として、救急時医療情報閲覧機能を有していること。 また、以下のいずれかを満たしていること。

ア・イ （略

[経過措置]
１の(５５)及び２の (４４)に係る救急時医療情報閲覧機能の要件については、令和７年４月１日以降に適用するものとする。

急性期充実体制加算

[施設基準]
１ 急性期充実体制加算に関する施設基準

(５５)24時間の救急医療提供として、次のいずれにも該当していること。

ア・イ（略）

ウ 救急時医療情報閲覧機能を有していること。

[経過措置]
１の(５５)のウに規定する救急時医療情報閲覧機能の要件については、令和７年４月１日以降に適用するものとする。

救命救急入院料

[施設基準]
１ 救命救急入院料１に関する施設基準

(８８)当該病院において救急時医療情報閲覧機能を有していること。

２ 救命救急入院料２に関する施設基準

救命救急入院料１の(１１)から (５５)まで 及び (８８)の施設基準を満たすほか、特定集中治療室管理料の１又は３の施設基準を満たすものであること。

[経過措置]
１の(８８)及び２（救命救急入院料１の (８８)に限る。）に規定する救急時医療情報閲覧機能の要件については、令和７年４月１日以降に適用するも
のとする。 21



DX加算について



マイナ保険証利用率等を確認



マイナ保険証利用率等の確認方法



ログイン



ログイン後



利用率

今後「オンライン資格確認件数ベース
利用率」の数字も通知予定。

イメージ削除
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医薬品の選定療養費について

・・・・・・・・・・・・・・・・
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最後に
■アンケート提出先・問い合わせ先

アンケートは下記アドレスにお送り願います

厚生労働省医政局

特定医薬品開発支援・医療情報担当参事官室
菊池・藤井

メール：igishitsu@mhlw.go.jp

電話：０３-５２５３-１１１１

いただいたアンケート内容を担当にて確認のう
え、医療機関案内用の資料等を順次データにて
提供します。



ご清聴ありがとうございました
本日お話しさせていただいた情報は、

令和6年7月25日現在の情報です。
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日本医師会ＯＲＣＡ管理機構株式会社
〒113-0021 東京都文京区本駒込６－１－２１

コロナ社第３ビル６階
TEL：03-5981-9681（代）
delegate@orcamo.co.jp




